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本県の義務教育では，「すべての児童生徒

一人一人に基礎・基本の定着を実現してい

く」ことを目標にしています。 

本県においては，「基礎・基本」を，読み・

書き・計算といった学習基盤の育成及び各

教科等における基礎的・基本的な知識や技

能の習得とともに，その知識や技能を活用

して人間として社会人として生涯学ぶこと

ができ，自らの人生を切り開いていくため

に必要な能力（思考力，判断力，表現力等）

ととらえています。 

（「平成 22年度学校教育指導指針」より） 

 

 

 

 

「活用問題」とは，学習指導要領を基に，

知識・技能を活用して，思考力，判断力，

表現力等を育むことを目的とした問題です。 

そのために，「活用問題」は，必要な情報

を取り出したり，根拠を持って考えたり，

自分の考えを説明したりするなどの言語活

動に取り組めるよう構成しています。 

 児童は，授業や家庭学習などで「活用問

題」に繰り返し取り組むことにより，知識・

技能を活用することに習熟していきます。 

 また，教師は，児童の解答状況から，授

業実践を振り返ることにより，授業改善に

つなげることができます。 

 

 
 

 

 

小学校算数科では，次のように「活用」

をとらえています。 

■「活用」の基本的なとらえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の「活用」のとらえを構成要素とし，

次の三つの特徴に，作成上の留意点を加え

て「活用問題」を作成しました。 

■「活用問題」の三つの特徴 

 

 

 

 
 

 

 算数が用いられる場面・状況 

基礎・基本の定着について 

「活用問題」とは 

小学校算数科における「活用問題」 

 

 

 

物事を数・量・図形などに着目して観察

し，的確にとらえる 

 

 

与えられた情報を分類整理したり，必要

な物を適切に選択したりする 

 

 

筋道を立てて考えたり，その考えの過程

を振り返って説明したりする 

 

 

事象を数学的に解釈したり，自分の考え

を言葉，数，式，図，表，グラフなどを

用いて数学的に表現したりする 

 

 

 

 

 

特徴① 算数が用いられる場面・状況の設定 

特徴② 

特徴③ 

類型と形式の設定 

設問の設定の工夫 

情報の取り出し 

分類整理・選択 

解釈・表現 

思考・説明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

特徴① 算数が用いられる場面・状況の設定 

「Ｂ量と測定」領域の「活用問題」(例) 

「活用問題」は，実生活や学習など，児童にとって身近な

場面・状況を問題として設定し，日常の事象を数理化する場

面の充実を図ることができるようにしました。 

特徴② 「活用問題」の類型と形式の設定 特徴③ 設問の設定の工夫 

「活用問題」は，算数科の領域の特性に基づき，二つの類

型に分けて作成しました。また，設問は「選択式・短答式・

記述式」の三つの形式で設定しました。 

 「Ｂ量と測定」領域の「活用問題」では段階的に設問を

設定し，既習を根拠として「活用」を図りながら解答でき

るようにしました。 

できるようにしました。 

文章 

文章 

図 

図 

・問題は，文章・図・表・グラフなどを複数用いて示しました。

このことにより，与えられた複数の情報から物事の特徴を的

確にとらえることができるようにしました。 

・単元名と問題のタイトルを示しました。

このことにより，既習との関連や問題の

ねらいが分かるようにしました。 

「解釈・表現」 

 示されたキーワードと言葉

や数，式などを用いて，思考

の過程や結果を表現します。 

「分類整理・選択」 

取り出した情報から，

時間を求めるために必要

な情報を選択します。 

短答式 
 

選択式 
 

記述式 
 

 

「情報の取り出し」 

示された図や文章か

ら，山頂までの行き方，

リフトの長さ及び速さ

などの情報を取り出し

ます。 

単元で身に付けた学習内容を確認する 段階１ 

単元で身に付けた学習内容の一般化を図る 段階２ 

領域内で身に付けた能力を用いたり，

他の領域の既習と組み合わせたりし

ながら考える 
段階３ 

 

「思考・説明」 

 示された秒速を用いて時

間を求めたり，考えを広げて

秒速を分速に直して時間を

求めたりします。 

 

・多くの「記述式」の設問に算数の用語等をキーワードと

して示しました。このことにより，児童に算数の用語等

を使って表現することを意識させるようにしました。 

「思考・説明」 

 時間を求めて比較したり，速さが

一定の場合の道のりと時間の関係

について考えたり，わり算のきまり

と関連付けて考えたりします。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

児童の思考を引き出すことができる

ように，「考え方のポイント」として問

題の考え方の視点を示しました。 

 

 

 

【授業改善の視点として】 

 児童の解答状況から，児童が「活用」

を図ることができるかを確認することが

できます。児童の実態を把握することで，

授業改善の視点をもつことができます。 

【事後指導として】 

 「正答例と解説」を使って，児童に事 

後指導を行うことが 

できます。事後指導 

を行うことにより， 

児童が「活用問題」 

の考え方について理 

解を深めることがで 

きます。 

 

 

 

【演習問題として】 

 「活用問題」は，大 

単元・小単元の学習が 

終わった後に，「活用」 

の演習問題として使う 

ことができます。 

【関連のある単元で確かめとして】 

算数科の系統性を踏まえ，関連のある単

元で使用することもできます。「活用問題」

に繰り返し取り組ませることにより，児童

は活用することに慣れることができます。 

研究内容の詳細については，当センターWeb ページ（岩手県立総合教育センター Web ページ 

http://www1.iwate-ed.jp/）に資料を掲載しておりますのでご覧ください。 

作成した「活用問題」については，岩手教育情報交流ネットに掲載する予定です。また，活用問題 CD-ROM

を作成し，各市町村教育委員会経由で各小・中学校に配布いたしますので，ご活用ください。 

「正答例と解説」について 

「活用問題」の利用に当たって 

 

 

児童にとって 

教師にとって 

「考え方のポイント」を示しました 

 

 根拠を明らかにして記述したり，用

語や式などを用いて数学的に表現した

りすることを具体的に示ました。 

 

 

 

 「記述式」の問題では「解答のポイ

ント」を示し，正答に必要な条件を明

らかにしました。 

 
 

 

 

 図・表・吹き出し等を示すことによ

り，児童が考え方をイメージしやすい

ように配慮しました。 

 

 

図・表・吹き出し等を示しました 

正答例を具体的に示しました 

「解答のポイント」を示しました 
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